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　We…must…recognize…that…it…is…a…foreigner…who…supports…our…daily…life…every…day.…In…Japan,…












　In…order… to…realize… this… inclusive…society,… there…are…several…challenges…that…we,… faculty…
and…staff… should…work…on…right…now.…We…can…expand… the…circle…of… social… inclusion… from…
universities…to…local…communities.…We…can…support…careers…and…employment…for…international…
students.…We…can…guide… individually… supporting… each… student.…We…can… study… teaching…
methods.… I…know… these…educational… challenges…would…have…been…already…worked…on…by…
faculty…and…staff…at…various…universities… throughout…Japan.…From…now…on,… information…on…
these…practices,…efforts…and…their…achievements…must…be…shared…and…utilized…more.　
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2011年 163,697 138,075 25,622
2012年 161,848 137,756 24,092
2013年 168,145 135,519 32,626
2014年 184,155 139,185 44,970
2015年 208,379 152,062 56,317
2016年 239,287 171,122 68,165
2017年 267,042 188,384 78,658









































































1 中国 114,950人 38.4%
2 ベトナム 72,354人 24.2%
3 ネパール 24,331人 8.1%
4 韓国 17,012人 5.7%
5 台湾 9,524人 3.2%
6 スリランカ 8,329人 2.8%
7 インドネシア 6,277人 2.1%
8 ミャンマー 5,928人 2.0%
9 タイ 3,962人 1.3%
















































人数（人） 2,940 3,682 605 323 1,052 353 297 299 57
率（％） 51.5 64.6 10.6 5.7 18.4 6.2 5.2 5.2 1
平成27年率（％） 50.4 63.6 10.8 5.3 20 5.9 5.8 6 0.8














































































就職 進学 その他 計
16,242 14,868 6,168 37,278
32.40% 29.70% 12.30% 74.50%
出身国
（地域）
就職 進学 その他 計
4,334 314 6,994 11,642




就職 進学 その他 計
179 248 707 1,134
0.40% 0.50% 1.40% 2.30%
小計
20,755 15,430 13,869 50,054
41.50% 30.80% 27.70% 100.00%
不明 1,582
卒業
（修了）
留学生
総数
51,636
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側の政治、経済、文化的な受け皿作りがなく
てはならないだろう。最低限、我々には、来
ていただくという発想が必要ではないだろう
か。ハタノが指摘する国民的な合意とは、国
民投票のような手続き上の問題ではなく、そ
こに至るまでの各層各界での議論の欠如や現
在の国内外を席巻する排外主義的な風潮では
共生を望むべくもないということではないだ
ろうかと思う。コンビニエンスストアで働く
外国人労働者100人以上に取材し、「コンビニ
外国人」を執筆した芹澤健介は、「日本にやっ
てくる外国人を労働力としてのみ捉えるので
はなく、生活者の一人として考える議論が深
まってほしい18）」と述べる。「生活者の一人
として考える議論」、とは、まさにパトリッ
ク・ウエルターが言う「人間として受け入れ
ること」であり、リリアン・テルミ・ハタノ
の言う「同じ社会を担う仲間として受け入れ
る」ということに繋がるものである。
この三氏の意見にもあるように、文化・生
活習慣の違う人間が同じ時代に同じ空間で生
活していくのであれば、「共生」を一つのキー
ワードとして考えていかねばならないこと
は、誰もが想像できることであろう。単に労
働力として利用するのであれば、それは、中
沢新一のいうところの「圧倒的な非対称19）」
の「富んだ世界20）」の住人に我々がなること
に他ならない。中沢は、「富んだ世界」に対
する「貧困な世界」について「『貧困な世界』
は自分に対して圧倒的に非対称な関係に立つ
『富んだ世界』から脅かされ、誇りや価値を
おかされているように感じている21）」と述べ
ている。後段、中沢は、圧倒的に非対称の状
況がテロを招き寄せるという危険性について
も警鐘を鳴らしている22）。こうした警鐘から
も、「共生」についての論議を深めることの
重大さが理解できると思われる。
Ⅲ　外国人留学生の現状から見えてくる課題
入管法第19条により、留学生は、1週28時
間というアルバイトの制限が設けられてい
る。留学生とアルバイトに関しては、独立行
政法人日本学生支援機構が私費外国人留学生
実態調査として、公表しているところである。
2019年1月に公表された平成29年度調査23）に
よると7割以上（75.8％）がアルバイトに従
事している。また、1週間のアルバイト時間
数は、「週20時間以上25時間未満」が35.5％、
次が「週15時間以上20時間未満」が17.7％で
ある。また、週25時間以上も16.6％とのこと
である。半数以上が、週20時間以上のアルバ
イトをしているということである。日本社会
にこれほどの需要があるということを忘れて
はならない。志甫啓は「留学生のアルバイト
に関しては、彼らに対する労働需要があり、
さらに在学中に働けることが留学生を惹き付
ける要因になっていることを、まずは理解す
る必要がある24）」と述べている。このことは、
コンビニや飲食店等で働いている明らかに近
隣諸国からの出身と思われる青年たちを日常
的に見ることで認識できる。またマスメディ
アなどの急増する報道等で流布し、ひとつの
イメージとなってしまった感がある25）。
私が日々接している留学生達は向学心に燃
え、純粋な気持ち・態度で日本での生活を送っ
ている者が大多数である。しかし中には何ら
かの挫折を経験し進路変更していく者がいる
という現実もある。それは、日本人の学生に
おいても同様であろう。ただ、1週28時間と
いうアルバイトの制限時間を認めるのが適切
なものであるのか否かについては、議論して
いかねばならない。マスメディア等で、問題
とされている「偽装留学生」については、悪
質ブローカー等の摘発・排除といった国家間
の適切な対応が求められるのは当然である。
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ただ、こういった犯罪組織が介在しなくとも、
貨幣価値、物価水準、平均賃金等の違いを考
えれば、日本に留学するための金銭的負担が
かなりのものとなることは想像に難くない26）。
私が関わった、一人の学生は、数年前に技
能実習生として来日し、3年間の実習を終え
帰国、そして再び来日、日本語学校から大学
へと進学した。技能実習の体験を終えた後、
再び日本の大学での勉学を志したのは、当人
の言葉によれば、日本の高度な技術力のみな
らず母国では未だ一般的でないバリアフリー
などを含めた社会福祉そのものを学びたかっ
たからだという。技能実習生として建築関係
の技術を学んだ彼は、それを活かし、在学中
も、高齢者からの依頼により玄関の段差をな
くすためのスロープ工事や階段に手すりをつ
けるなどの経験を積み、技術力を磨いた。多
くの高齢者たちから大変喜ばれたと、彼自身
が施工したバリアフリー設備の写真を見せな
がら報告してくれた。彼は卒業後も日本全国
の建設現場を移動しながら働いており、大学
近くに戻ってきたときには連絡をくれる。素
朴で物静かな青年だが、彼の生き方には信念
と活力がある。穏やかで礼儀正しい人柄の彼
が今後どのように活躍していくのかを見守る
のが楽しみである。
Ⅳ　大学教員に課せられていること
大学においては、学生と大学の近くの地域
社会に暮らす人々に、「共生」を体感してい
ただく機会があり、これは非常に意義のある
ことである。大学の「学園祭」では、学友会
のメンバーが中心となって様々なイベントを
企画し、例えば、留学生たちが自国の食文化
を披露し、音楽やダンスを地域の人々と共に
楽しむ。毎年、大勢の人たちが家族連れで小
さな子どもたちも含めて来校してくださるこ
とは、大学の教職員として本当に有り難いこ
とであると感謝している。一緒に歌い、踊り、
食べて笑い合う、このような機会から共生の
輪が広がると信じる。また、地域福祉を専門
に研究している一教員の提案から、地元の「地
域見守り隊」のボランティアに学生たちと一
緒に参加させていただく機会ができた。夜7
時から約2時間、地域の方々と本学の学生、
職員が、地域を歩く。歩きながらいつもとは
違う交流のときを得たこと、このような形で
地域の安全に貢献させていただけたことは学
生たちにとっても貴重な体験であった。こう
して、地域の人々に本学の学生たちのことを
もっとよく知ってもらうことは、共生社会に
向かう小さな一歩になるかもしれない。この
ような機会をもっと増やし、大学から地域社
会へ「共生」の輪を広げていくことは、我々、
教職員の務めであろう。
外国人留学生の就職支援に関しては、これ
までにもいくつかの論文がある。東京国際大
学就職課では、母国語併記の就職ガイドブッ
クの整備など外国人留学生に対する数々の就
職支援の展開の実際を報告している27）。魚崎
典子、緒方広明、毛利考佑は、留学生の不安
要因を考慮した上で、ラーニング・ログ・シ
ステムと SNS を活用したフェイスブックを
組み合わせてのキャリア支援を行う28）。久保
田学は、外国人留学生の就職に関する現状と
課題について分析し、留学生就職支援ネット
ワークの開始について報告している29）。柳基
憲、佐藤由利子は、多文化共創の概念を紹介
し、その視点から福岡の外国人留学生の就職
状況についての分析を行っている30）。
社会福祉、ソーシャルワークを専門とする
私のゼミには、当然、福祉系の仕事を希望す
る学生たちが集まる。彼らにとって希望に添
う仕事や職場を見つけることは、これまでは
かなり難しかったし、現段階でも容易ではな
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い。介護や福祉の現場においてはニーズがあ
るものの、就職後の在留許可を得ることに、
事業所側が未経験である場合が多く、学生側
にとっても日本語能力検定の資格においてＮ
1（最高レベル）という高いハードルが設定
されているためである31）。しかし、徐々に、
留学生が福祉現場で働く事実も出始めてい
る。例えば、一人の卒業生が働く事業所を訪
問して職員の方にお話を伺うと、当該学生は
事業所のホームページ作成やパソコン関係の
仕事、そして介護業務等々、非常に有能で活
躍してくれているとのことであり、なにより
もその明るい性格で職場に活気をもたらして
くれていると喜んでいただいた。
この7月にインテックス大阪で開かれた「福
祉の就職総合フェア」32）を訪れると、福祉
関係の260法人が集結していた。そのなかで、
いくつかの会社や事業所を回り、担当者から
直接、お話を伺うことができた。そこでは、
現場の状況、ニーズを実感できた。同時に留
学生を受け入れるにあたって事業所側が手続
き上の困難さを危惧し、採用を躊躇する思い
も理解できた。外国人留学生へのキャリアサ
ポートや就職支援への取組みと併せて、職場
を開拓するために、事業所を回り、ニーズを
つかむということは大切なことである。
現場は人材を求めている。そして大学には
専門分野を学び、この知識を活かして仕事を
したいと希望する学生がいる。我々教職員の
務めは、この両者のマッチングである。多く
の大学等で外国人留学生へのキャリアサポー
トや就職支援といったものが、様々な形で取
組まれている。その結果が留学生の就職率に
反映していくためには、様々な形での努力が、
大学等の送り出し側、企業等の受け入れ側、
双方に必要だということである。
私事で恐縮だが、今年度は、1年生を担当
することになり、希望に燃えて、新学期をス
タートさせた彼らにできる限り寄り添い、応
援したい気持ちである。インタビューウィー
クを設定し、ごく短時間ずつではあるが、学
生一人ひとりと話した。私の研究室に、彼ら
の国の拡大地図を貼り、出身地にマークをつ
けてもらっている。自分の出身地について力
強く語ってくれる彼らの姿が頼もしい。教職
員は、外国から日本にやって来たこの学生た
ちが、充実した大学生活を送っていることを
見守り、なにか困難に遭遇したときには、相
談してもらえる存在でありたい。
外国人留学生が1週28時間というアルバイ
トの制限のなか、7割以上（75.8％）の学生
がアルバイトに従事している現実、また、半
数以上の学生が、週20時間以上のアルバイト
をしている現実については第Ⅲ章において述
べた。この現実のなか、彼らは日々の授業を
受けているのである。また、彼らの日本語能
力については、個々の学生によりさまざまで
ある。我々教員がどのように講義を行うべき
かについても熟考されなければならない。彼
らにとって、大学での貴重な時間を退屈や居
眠り、私語で費やすことがないように、教員
も自らの講義のあり方を研究し、工夫するこ
とが求められる。学生たちには、毎時の授業
において、興味のある話題、役立つ情報をしっ
かりと理解できたという自信、真剣に取り組
み、これだけの成果が得られたという充実感
をもってほしい。我々教員が日々研究し、積
み上げてきた学問的知識、最先端の問題意識
をしっかりと彼らに授けていきたい。このた
めには、教員がただ伝えるだけの一方向的授
業ではなく、学生自らが積極的に参加し、発
信する双方向型授業が望ましいと考える。少
人数で行われる演習やゼミだけではなく、大
教室での授業においても、私自身はできる限
り、学生になにかを取組み、活動してもらう
ことを準備している。
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結論
外国人留学生の現状と今般の入管法改正に
際しての様々な意見をまとめる形で論を進め
てきた。外国人留学生にとって、日本が、将
来にわたって住み続けたいと思えるような国
になることは、外国人留学生のみならず日本
人にとっても重要なことである。同じことが
外国人留学生を受け入れる日本の大学につい
ても言えるであろう。外国人留学生にとって、
快適な大学であり、ここで学びたいと思える
ような大学であることは、日本人学生にとっ
ても大切なことなのである。共生社会を実現
させるため、我々教職員が今すぐに取り組め
ることは多々ある。それは、ただ外国人留学
生に対する必要性だけではない。大学その
もののあり方がますます多様性を求められ、
様々なニーズが要求されている時代のなかに
あるということである。
大学から地域社会へ「共生」の輪を広げて
いくこと、外国人留学生へのキャリアサポー
トや就職支援、学生一人ひとりに寄り添い、
支援する教職員の取組み、大学における講義
のあり方を研究し、工夫するための研鑽を積
むことは、全国のさまざまな大学等の教職員
たちによって取り組まれている。今後はもっ
とこのような実践や取組みとその成果につい
ての情報が共有され、活かされなければなら
ない。
学生たち一人ひとりの顔を思い浮かべなが
ら、彼らの卒業後の仕事、人生が充実したも
のであれと教職員が願うのは、学生が日本人
であっても外国からやって来た留学生であっ
ても変わらない。
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